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とうとう暑い日が当たり前になってくる頃になってきました。夏休みも始まり胸が高鳴っ

ている人が多いのではないのでしょうか。 

そして今年大いに注目が高まったのが FIFA ワールドカップです！勝負の行方が分からな

い熱烈な試合が繰り広げられていましたね。そこで、今月の The world times では FIFAワ

ールドカップで注目を集めた７か国について調べてみることにしました。 

 

アルゼンチン（2位） 

 アルゼンチンはラテン・アメリカ諸国の中では最もヨーロッパ的な文化を有する国とし

て知られています。また音楽の盛んな国でもあり、クラシック・フォルクローレ・タンゴと

多岐にわたっています。ただタンゴは首都ブエノスアイレスを離れると聞く機会はそうそ

うないそうです。 

 

 

フランス（４位） 

 フランスでは世界で唯一、死後結婚が認められています。またあの有名なエッフェル塔は

なんと季節によって高さが変わるらしいです！そして日本とは逆の「かむ音」よりも「すす

る音」のほうが NG だとか。 

 

 

カーボベルデ（３２位） 

 今回のワールドカップが初出場にもかかわらず強豪アルゼンチンと接戦を繰り広げ話題

になったカーボベルデは「モルナ」と呼ばれる伝統音楽で知られています。また、火山やビ

ーチなど壮大な景観も望める国でもあります。 

 

 

ノルウェー（５位） 

自然に寄り添い、ありのままの時間を過ごすというライフスタイル（＝フリルフスリフ）

があります。どれほど寒い冬でも森や山へ出かけ、心身をリフレッシュすることを大切にし

ていて、すべての人が自然にアクセスできる「自然享受権」が法的に認められています。 

 

  

 



イングランド（３位） 

 ユーモアの観点では自虐や皮肉を交えた婉曲的なユーモアを好む傾向があり、会話でよ

く使われます。また、プライバシーを大切にし、他者に迷惑をかけないことを重んじていま

す。日本のように謙遜したり、気配りをしたりしないと関係を悪くしてしまうおそれがあり

ます。 

 

 

スペイン（１位） 

デサユノ、アルムエルソ、コミダ、メリエンダ、セナの１日５食します。食後にコーヒー

を飲みながら何時間会話を楽しむ時間（＝ソブレメサ）があり、人間関係を深めるためのコ

ミュニケーションの場として活用されています。 

同じスペインだとしても北部と南部では、気候の影響で料理が驚くほど異なっているの

に加えてレストランでは、会計のときには自ら店員に声をかけるのがマナーです。 

 

 

ブラジル（１１位） 

ブラジルは植民地時代に流入してきた人々の影響で、独特の文化を形成しています。 

その例として、ブラジルの各地にある様々な民族舞踊は、ポルトガル人とインディオとの戦

いを題材にしたものが多くあります。 

人柄は非常に明るく社交的で、挨拶として積極的なスキンシップを交わして、他人との繋

がりを大切にします。 

 

 

「インタビュー」 

 ヨーロッパに留学経験のある友達にインタビューをしてみました。その人の話によると

街中でドリブルをしながら歩いていた人がいたそうです。また電車の中でリフティングを

している人も見たことがあると伝えてくれました。他にも、ドイツやフランスではほぼすべ

ての公園にサッカーコートがあるのだとか！日本ではあまり見ない光景で興味深いですね。 

 

                           ※括弧内は W 杯最終順位です。 
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